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図7：0pera　Posthumaの付図1がヒトの歯の解剖図で1ベージ大である．
62 市川：Marcello　Malpighiの歯に関する記述について
それに隣接する3歯はずんぐりして基底部がピラ
ミッドに似ている歯で4個のdentulusから成る．
全くの平面ではなく外側は隆起している．ウシの
下顎の最後臼歯は5個のdentulusから成るが，4
個のdentulusに5個目が顎骨体の方に向けて付
着している．6個のdentulusから成るものがある
がヒツジの臼歯で6個のdentulusが2個ずつ平
らに位置している．
　露出した骨性層板は歯を構成する第一の要素で
つねに増殖する物質であることを示している．内
部骨質の組織は不明瞭であ．るが，サカナにおいて
は明らかに線維性である．ヒトにおいては反対に
大変緻密である．その外側にタテに毛髪様のもの
が生じ，あたかも粗い絹布のようで，歯冠の方向
へは斜めになっているのが見られる．それに前後
して骨性液が滲出され，それらは接合して不明瞭
となる．このことは動物の歯で明らかである．タ
テ方向の線状または線維状が外側の状態である．
しかしこれをよく見ると，交錯した美しい水平に
配列した短い毛様物から成る粗いリネン状である
と表現出来る．
　内部は層板を骨膜状のものが取囲み，そこには
錯綜した網状の小血管が長い間かかつて作り出さ
れる．内腔は厚い膜状のfolliculusが占め，血管叢
が存在し，体液を含む．血管や神経は長い間か
かって成長して乾燥する．外側の線維性物質は管
状の集団に見える．
　歯の組成は成長の推移を表わす．臼歯では
dentulusの突起Nから根は始まるOまで外層の
縁は結合し内腔を形成する．何らかの方法で外層
を除去した部分Pにはfolliculusを持つ内腔Qが
あり，1対の内錐形の骨質Rが両側から保護して
いる．近心と遠心のdentulusの層板は癒合し内腔
の縁も結合して円錐形をなす．
　ほどよい時に内部の層板ことに骨性層板は肥厚
し，歯冠部から始まる滲出した液体によって石灰
化し，沢山ある空隙を満たしてゆく．一方fol・
1iculusが石灰化を継続するために開口している．
完成した歯の構造は長い間の使用によってすり減
ることが容易に目で確かめられる．それは層板の
部分においてとくに明瞭である．ウシにおいて第
一臼歯の1対のdentulusが結合し，咬粍した歯冠
部をヨコに切ってみると層板部の屈曲した外周は
明らかである．外側すなわち白色部第2図Aは真
直ぐな系状物の状態で歯の系状皮質として知ら
れ，それに接して骨性質Bがある．内部もう　一一つ
の糸状皮質Cが結合しその内腔はDが占めてい
る．3つのdentulusが結合した歯で白色部Eが隅
角を形成しているところは1本の歯で，それにさ
らにFが結合したものであり，内部にGがしぼし
ぼ出現する．
　ついで4つのdentulusから成る臼歯では系状
外皮Hによって歯の全周が構成されており，内部
には1対の半月状層板を持つ内部dentulusがあ
り，その代表的形態は1で示す．最後に5個の
dentulusから成る臼歯では糸状外皮Kが外側を
占め，内部の半月状のものはLのような形をして
いる．その中心部Mは中空で残りの歯の部分Nは
骨性である．
　歯の層板の成長について述べると，ただ厚くな
るだけでなく長くもなる．すなわち下方へ長くな
る．管状に結合した根は1根のものだけではなく，
ときには3根しばしぽ4根を示し，歯の成長を完
成する．dentulusの層板はすべてが同じような成
長を示すのではなく，かえって外側に多く成長す
る．タテの方向で見られるウシの歯の構成は，外
皮Oが見られ，これは白色系状物であって歯冠か
ら根の方に向って薄く伸びている．その下にひろ
がる厚い骨質Pは全部が連続して体部を構成する
のではなく，根管腔Qが歯冠から根端まで存在し
folliculusがその腔を占める．歯の堅い体部の中央
にもうひとつの歯が結合している．内部dentulus
の歯冠部の層板は徐々に接近して結合し円錐体を
形成する．その外側の部分Rの骨質は再生する．
その内部は白質部で糸状外皮Sである．中央部T
は凹んでおり，しぼしぼ歯石が一ばいになってい
る．さらに細かく見ると，外側の骨質は管状になっ
て根を形成し，骨性層板Vのみが糸状物を出現さ
せない．根管内のfolliculusから滲出する骨性液
によって凝結する玉粒は脱落歯の歯冠から由来
し，長い時間骨性液の滲出する道を塞いでいる．
　歯根の通性について述べる．いろいろのものが
あってどれが本来の姿であるかを決めることは難
しい．単純な歯である前歯．犬歯では一様に単根
であり細長い，大部分は円味を帯びた管状で中に
folliculusがある．これに対し複雑な歯では根の数
がさまざまである．そこで根において示される相
違する性質のうち目立つものについて考えてみる
松本歯学　10（1）1984
と，まず歯の発生についてはfolliculusが多けれ
ばそれだけ多くのdentulusを生ずる．成長に際し
て現われる外側の骨性層板が結合するときfol－
liculusが入る場所を形成する．ほどよい時に骨性
液が滲出されて根の層板は厚くなると管状根の層
板の産生は中止されるが，歯の内部をいくつかの
長くなった突出物が占めると根はいくつかに分れ
る．驚くべきことではないが，ウシの臼歯の幅広
い単根では内腔が伸びて2つになることがあり，
小さな裂目が残遺してしばしば2根となる．円味
を帯びた管状根の内部には腔があってfollicu】us
が保護されている．ヒトにおいては幅広い単根が
伸びて内腔を持っている．歯根の数について多く
の議論があるが，Bartholomeo　Eustachioカミ図説
して明らかにしているので知ることが出来る．そ
れによると複根ではそれに相応するfolliculusを
持ち，内部を骨質の部分が取囲みそれぞれ独立し
た円錐形になる．自由に伸びて隣接した根と癒着
することもある．根の数によってその外形やさら
に小胞の数に注意しなけれぽならない．この両面
から判断してウシの歯を説明する．上顎では4個
のdentulusから成る最後臼歯は3本に分れた根
を持っている．2本は明らかに近心にあり，3番
目の根は遠心の部分にある．近心の根の1本は短
かく円味を帯び蛮曲している．口ないしは孔は
folliculusのためにある．もうひとつの近心の根は
幅広く歯冠に近い方は厚く，2本の根が1本化す
るのが外から観察され，そして伸びている．開口
部にもfolliculusが存在することは明らかであ
る．分離した外見を示すものもある．根の全体は
伸びた部分であり管状の内腔を持つ．folliCululus
を封入した遠心根は長くない．
　遠心にある曲った歯根には豊富なfolliculusが
ある．薄くて曲った根に結び付くように遠心部の
dentulusの中央部から新しい根が現われる．それ
は内腔を保護するための5番目の根のように見え
る．4個のdentulusから成る臼歯は近心に2根を
観察する．これに対し遠心のものは大変幅広く伸
びており，その近心部に溝を持っている．近心の
2根にはそれと同じfolliculusのための分れた内
腔がある．遠心部の癒合して伸びた根の幅は歯と
同じ位である．これに対し溝によって1対となっ
た根のfouiculusは同じ形である．2組の
dentulusから成る4番目の臼歯には3根の可能
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性があり，その場合2根は近心にあり，遠心のも
のは厚く長く伸び，すべての根にはfolliculusが
ある．下顎の最後臼歯は5個のdentulusの結合か
ら成り2組の幅広い根を持ち，分れているように
見えても全体はひとつの塊である．個々の
dentulusは幅や厚さが同等で隙間なく結合して
いる．溝があるとぎはそれが2根のような形とな
る．また圧扁されて溝のある場合も2根の外観を
呈する．根を開けて見ると4つの腔がありfo1・
liculusが認められる．4つのdentulusが集まっ
た臼歯は歯と同じ幅と厚さの2組の根を持つ．そ
れを明らかにするために切断すると腔は鋭角を示
す．いつでも2組の根が見られる．さらに外見を
観察して溝があるときは，内部には2組のfo1・
liculusを持つ管が明らかにある．前臼歯では2組
の結合したdentulusと短かく円錐形の3根を持
つ．2根は当然近心で，3番目は遠心である．そ
してfo11iculusのための管が開いている．
　歯根は固有の歯槽の中にあつて固く骨植されて
いる．これに反し根の外側が滑かな場合は骨植は
固くない．骨植の弱い歯を見ると短い線維性の腱
が歯槽骨内で伸びているが，堅固な歯を抜取るの
は困難である．他の円味のある組帯の性質と比較
される事柄である．大多数の場合根側から生ずる
が，弱い歯では根の間に生ずるのは稀ではない．
そして深く顎骨内に植立している．歯肉によって
固められ，歯を取囲んでいる歯の骨膜（筆者注：
歯根膜）に堅く付着している．根の部分の形や位
置は歯を堅固にするために大多数のものが以てい
る．動物の切歯は食物を切断するために使われる．
タテ方向の根にはタテの力が使われる．これに対
し臼歯には多くの形があり，ただタテ方向の動き
だけでなく擦りつぶす運動もある．それは水平方
向でとくに反翻類のウシにおいて見られる」（図
8）．
　以上がOpera　PosthumaにみられるMalpighi
の歯に関する記述であって，大半が図版の説明で
ある．まずヒトの歯の形態について述べ，ついで
動物とくにウシの歯について解説している．これ
は今日では比較解剖学として取扱われるのであろ
うが，当時は解剖学研究のために動物の解剖が盛
んに行われていたためであると考えられる．動物
の歯とくにウシの臼歯についての所見は今日のも
のに近い観察を行っている5）．
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図8：0pera　Posthumaの付図IIはウシの歯の解剖図である．
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　筆者はOpera　OmmiaとOpera　Posthumaに
集録されたMarcello　Malpighiによる歯につい
ての記述を披見する機関を得た．その内容が歯科
医学の史的流れの中で位置するところをみると，
歯の形態については古代ローマ時代にすでに
Aulus　Comelius　Celsus（c．　B．　C．30－A．
D．50）によって記載されている6）．Andreas
Vesalius（1514－64）は右側上下顎歯の形態を咬合
した状態で示し，歯髄腔の存在をはじめて明らか
にしたといわれている7）．Bartolomeo　Eustachio
（1524－74）はその著Libellus　de　dentibus（1563）
の中でMalphighiも述べているように歯の形態
を図示している8）．Malphighiは顕微鏡を使って
はじめて歯の微細構造の域に踏み込み，誤りでは
あるが植と骨や歯の生成は同じ形式をとるもので
あると説いた．さらに歯は2層から成ることも明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本歯学
示したが，これはエナメル質と象牙質に相当する
ものであることは容易に想像出来る．この両者を
決った術語で表現していないが，エナメル質を
filamentum，象牙質をosから派生する語をもっ
て表現している．そして今日の歯の組織学が成立
するにはAnders　Retzius（1837），　Alexander
Nasmyth（1841）．　Gohn　Tomes（1859）らの研究
が発表された19世紀半ぽまで待たなければならな
い7）．
　稿を終るにあたり，ご校閲を賜わった松本歯科
大学口腔解剖学第一講座　恩田千爾教授に深謝
し，また種々有益なご助言を賜わった松本歯科大
学衛生学院長　橋口緯徳教授に謝意を表します．
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